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◇重点地区まちづくり（第 40 条～第 46 条）

本条例では、区が、都市計画マスタープラン等の計画などに基づいて、重点的かつ積極的に特
定の地区のまちづくりを進めようとする際に、地区住民の意向を反映させながら「重点地区まち
づくり計画」を策定し、区民や事業者と協力してまちづくりを行うための手続などを定めました。

●計画を定めることができる地区
①	都市計画マスタープランで重点的整
備を推進することとされている地区

②	都市再開発の方針・住宅市街地の開
発整備の方針・防災街区整備方針で
指定されている地区で規則で定める
地区

③	防災上、早急に整備が必要な地区
④	大規模な公共施設の整備とともに一
体的・総合的な整備が必要な地区

⑤	上記のほか区長が特に優先的整備、
緊急対応が必要と認める地区

●重点地区まちづくり計画を検討する
区域（以下「検討区域」という。）

①	区は、計画案を作成しようとすると
きは、計画の対象となる検討区域を
定め、理由書を添えて公表します。

②	区は、検討区域において建築その他
土地利用を変更する場合に必要な指
導を行うことができます。

●住民等の意向の反映
①	区は、計画案を作成する段階で、懇
談会の設置、説明会の開催などによ
り、地区の住民や土地所有者等の意
向を反映させるための措置を講じま
す。

②	作成された計画案を公表し、縦覧、
説明会、公聴会を行って住民等の意
見を求めます。

③	計画案について都市計画審議会の意
見を聴いたうえで、計画を決定しま
す。

●手続の流れ
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重点地区まちづくり計画を
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公表後3週間以内

計画案への意見要旨と
区の見解書の公表

地区住民等の意向を
反映させるための措置

重点地区まちづくりの推進

意見書
縦覧期間中
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都市計画審議会部会の




